
ＩＣＴ導入モデル事業の
概要等について

熊本県健康福祉部子ども・障がい福祉局

障がい者支援課 サービス向上班



事業の目的

障害福祉分野における

（１）事業所の生産性向上 → 支援の質の向上

（２）事業所の業務効率化 → 職員の業務負担軽減

のためのＩＣＴ活用「モデル」の構築
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ただＩＣＴを導入するだけ・・・ではなく、

他事業所にとっても参考（手本）となるICT導入事例を作
る必要がある。



事業の流れ
導入計画の作成

・現在の業務状況から、ＩＣＴ導入計画を作成する

機器の導入

・導入計画に基づいて機器を購入・利用する

業務改善の見直し

・ICT導入による変化を職員で共有し、更に改善する

実績報告書等の提出

・導入機器および業務の改善内容等の報告

補助金の支払い（概算払い）
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必ず行うこと！



業務改善の進め方
「導入して終わり！」にならない為に
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業務改善

計画策定

課題発見

効果検証

現状の見える化
理想的な状況を考え、課題設定

成果を測定する指標を定める
法令確認（行政・労基等）

まずは取り組む
小さな改善事例を作り出す

改善した点、しなかった点等の
整理・記録や、費用対効果の検証

検証結果を考察する
実行計画を修正する

計画修正

何度も見直す
（ＰＤＣＡを回す）

※具体例は、各種ガイド
ラインをご覧ください。

※当該サイクルの内容は、
結果報告書に記載してい
ただきます。



実績報告書等の提出

≪提出書類（予定）≫

①生産性向上等の結果報告書

②実績報告書（導入計画書とほぼ同様式）

③収支精算書

④補助対象経費に係る領収書等の写し

⑤事業報告書

※各様式は、別途、様式を配布いたします。

※①については、以前補助済の事業者の報告書を県HPに掲載
しておりますので、参考に作成してください。

（掲載先）https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/39/109842.html
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県HPに掲載予定

https://www.pref.kumamoto.jp/soshiki/39/109842.html


「生産性向上等の結果報告書」について

≪留意点≫

・適宜写真や図を入れて、分かりやすいものにすること。

・導入効果は

「客観的かつ定量的な評価指標に基づいた評価」を

必ず含むこと。
例）「事務作業時間（残業時間）が〇〇時間から〇〇時間に減少した」

「（オンライン面会等で）利用者の面会頻度が月平均〇〇回に

増加した」（支援の質の向上）

・新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止に係ること

も記載可
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参考資料①

「障害福祉サービス事業所のＩＣＴを活用した業務改善
ガイドライン」

https://insweb.jp/download/

（株式会社インセントＨＰ）

・障害福祉分野のICT導入事例集

・すぐ実践できる事例も多い

（掲載事例）

・ＩＣカードによる勤怠管理システムの導入

・グループウェアの導入

・データの一元管理
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掲載事例

https://insweb.jp/download/


参考資料②

「介護サービス事業における生産性向上に資するガイド
ライン（施設・事業所向け手引き）」

https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei.html

（厚労省ＨＰ）

・介護分野における業務改善の考え方

や取組方法等について、

より具体的で詳しい説明

・ＩＣＴ導入以外の事例もあり

・業務改善の際に利用できる課題発見

シート等の様式も掲載
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https://www.mhlw.go.jp/stf/kaigo-seisansei.html


参考資料②
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事例集には効率化する為の手順も詳
しく記載されています

具体的な取り組み方法を説明


